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近世イングランドにおける夫婦権回復訴訟一婚姻の範と妻の権利一
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編集後記
編集委員会メンバーの名前をご覧になればわかるが、昨年度の少数精鋭化から一転4人を増員し
10人の体制で臨んでいる。若手有望株に入っていただき、この仕事の継承を計ろうというのがその
意図で、それがどれほど成果を上げたかは今後数年の動向が示すこととなろう。現在の編集委員の
主な仕事は、査読者を決め、査読がうまく行くようアレンジし、出て来た査読をもとに掲載の可否
を検討するということで、ほぼ査読に関わることに限定されている。査読がすっきりと決まれば問
題はないのだが、結果は大抵修正の上掲載ということで、これがうまく行くよう各委員が心を砕く
こととなる。今回は例年になく修正意見が多く（それだけしっかりと査読したということでもあろ
うが)、執筆者と連絡調整するのにずいぶんと手間がかかった。しかし、これも雑誌の質をいくらか
でも高めようとやっているわけで、執筆者の方々にはいろいろとご面倒をかけたかも知れないが、
どうかご了解いただきたい。
ところで、最近出て来る論文を眺めていると、本格的論考は減り、授業の実践記録といったもの
が多くなっていることに気づく。実践記録ももちろん大事であろうが、それを一般化する考察と今
後につなげる展望がなければ論文とならないであろうし、たとえそれがあったとしても汎用性がな
ければ単なる報告であろう。同様のことは社会調査にも当てはまろう。今年は修正を重ねながらも
掲載に至らなかったものや掲載未だしと判定されたものが例年よりも多かったのも気にかかるとこ
ろである。来年度以降の所員各員の奮起が望まれる。（高畠）
D一●●一●●一●●一●●一●●一●●一●●一●●一●●一●●一●●一●●一●●－●●一●●一●●－●●一●●一●●一●●一●●一●●一●●一●●一●●一●●一●●一●●一●●一●●一●
編集委員
高畠純夫大野寿子垣本
迦部留チャールズ・R後藤はる美
ブラッドリー・ジョブ信岡朝子
渡辺賢一郎
せつ子
篠崎信之
原山哲
EditorialBoard
TAKABATAKESumio,ONOHisako,KAKIMOTOSetsuko,
CARFIICharlesR.,GOTOHarumi,SHINOZAKINobuyuki,
BRADLEYJoHPeterNorman,NOBUOKAAsako,HARAYAMATetsu
andWATANABEKenichiro
東洋大学人間科学総合研究所紀要第16号
TheBulletinoflnstituteofHumanSciences,ToyoUniversity,No.16
2014年3月24日発行
編集東洋大学人間科学総合研究所
紀要編集委員会
発行東洋大学人間科学総合研究所
東京都文京区白山5－28－20
TELO3(3945)7492
印刷所よしみ工産株式会社
